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院長　岸 不蓋彌
　6，月末、全社連の理事会で平成17年度の当院の決算が承認されました。この3年間の経営改善計画
期間は黒字の収益を伸ばすことが出来、過去の累積赤字もあと1～2年置解消することが出来る見通
しがたちました。社会保険病院の今後の整理合理化計画の策定にあたり、単独で経営自立できる病院
であることを示すことが出来たと思います。職員の皆さんの献身的な努力に感謝し、大変嬉しく思い
ます。冒頭からこのようなことを書いたのは、昨年の巻頭言に「最後の1年も良い結果が出るよう」
頑張っていきましょうと呼びかけたことが成果として表われたことを、まず皆さんお伝えし、更に継
続することを訴えたかったからです。
　はじめの予想ではこの経営改善計画終了の結果により、新しい組織による病院運営の方向が5月初
旬に出るはずでしたが、社会保険庁の年金保険料の免除等に係る事務処理問題で、社会保険庁改革関
連法案が継続審議となり、当分現状が続くことになりました。3年間の経営改善に安心することなく
今年度も成果を上げていくことが経営自立の核心である思います。ところが今春は診療報酬の減額改
定という大波が襲ってきました。その影響はどう出るかわかりませんが、私たちに必要なことは医療
の質の向上と安全管理に対して一層の配慮をして最善の医療を提供していくことです。
　この紀要の対象である2005年度には、まず4，月には新たに6人の臨床研修医を受け入れ、診療部門
では麻酔科ペインクリニックの開設、6．月には心臓内科（循環器科）と心臓血管外科が一緒になって
心臓血管センターをスタートさせました。心臓内科は冠動脈疾患の経皮的カテーテル手術等において
日本経済新聞の全国調査でも評価される成績を上げています。また、地域周産期母子医療センターの
強化に取り組み、産科分娩数465例となり、3月には新生児集中治療室（N［CU）の開設をすることが
出来ました。また、9月には北海道医療大学と教育・研究・研修の交流に関する協定を結び、医療系
学生の実習生の受け入れの拡大や、研修事業の協力を進めることになりました。
　こうした診療および研修機能強化の中で、医局、看護局、薬剤部、放射線部、検査部、医療相談部、
地域医療連携室などほとんどの院内組織の皆さんがこの紀要第5巻に投稿してくれるようになったこ
とは嬉しい限りです。最後に、多忙の中まとめて頂いた編集委員の皆様のご苦労に感謝いたします。
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